
2016 年度日本医学シミュレーション学会優秀論文賞を受賞して 

 
                 医療技能シミュレーション室副室長 
                 麻酔科学教室教育主任 駒澤伸泰 

 
 2013 年度に引き続き、2016 年度の日本医学シミュレーション学会優秀論文

賞を受賞しましたので報告致します。これは、国内で行われた医学シミュレー

ションに関する研究論文を表彰するものです。 

 
 今回は、2010 年からの鎮静トレーニングコースの開発および継続的開催、教

育工学的アプローチに関する一連の論文を認めていただき表彰いただきました。 

 
シミュレーション教育を行う人は多いですが、教育工学的アプローチで教育

評価を行う人は少ないのが現状です。しかし、教育効果を追及することが医学

教育の質の担保につながることは自明であり今後もこのような研究を続けてい

きたいと思います。 

 
ご指導いただきました南敏明教授を始めとする皆様に心より御礼申し上げます。 
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